
阪南大学高等学校 

校長  岸本  尚子 

令和６年度 阪南大学高等学校 学校評価 
１ めざす学校像 

【建学の精神】 

「学びの友よ 才能は神よりの業 究むるは君が使命」の建学の精神と「誠実 努力 思考」の校訓を指針とし、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に定められた高等学校の教育目標に従い、心

身ともに健全にして理想高く、自ら行う実行力を持ち広く世人から信頼される人格を形成し、もって社会に貢献しうる人間を育成する。 

【教育目標】 

１ 基礎学力の充実 

２ 基本的生活習慣の形成 

３ 主体的活動による個人の能力の発展的育成 

４ 阪南大学との一貫教育の推進 

５ 進路指導の徹底 

２ 中期的目標 

１ 学習指導・進路指導 

（１）生徒が主体的に学習する意欲を引き出す授業の研究と推進 

（２）生徒の自発的な進路選択の奨励と支援 

２ 生徒指導・人権指導・保健指導 

（１）校則の厳守 

（２）いじめの防止 

（３）基本的な生活習慣、社会的マナー及び保健衛生習慣の確立 

３ 行事・クラブ活動 

（１）学校行事やクラブ活動への積極的な参加の啓蒙 

４ 学校運営・施設 

（１）学校施設設備の充実 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析 

【生徒・保護者・教職員：令和７年１月実施】 
学校評価委員会からの意見 

■重要度・満足度ともに高い設問  ( )内は２軸評価（生徒/保護者/教職員）、満足度(生徒/保護者/教職員) 

・体罰の防止や生徒の人格が尊重されるように努めている。(3.34/3.19/3.40) 

・教育活動・クラブ活動のための施設・設備が充実し、美しく衛生的だ。(3.44/3.40/3.71) 

 

■優先して取り組むべき課題  ( )内は２軸評価（生徒/保護者/教職員） 

・この学校は、学校行事に積極的、主体的に取り組んでいる(できるように工夫されている。(3.34/3.12/2.98) 

・生徒の成績や学習課題を分析し、生徒の成長につなげている。(3.04/2.97/2.83) 

・この学校は、人権侵害や差別を許さない教育、特にいじめ防止にしっかり取り組んでいる。(3.24/3.10/3.28) 

・この学校は、個々を認め、尊重し合える雰囲気がある。(3.13/3.08/3.05) 

 

■満足度指数 

【生徒】（ ）内は満足度指数(令和 6年度/令和 5年度) 

〇肯定的評価が顕著な主な項目 

・私は、学校の規則や社会の決まりをきちんと守っている。（3.53/3.42) 

・この学校は、クラブ活動が盛んである。（3.69/3.53) 

・この学校は、教育活動‧クラブ活動のための施設設備が充実していて、美しく衛生的だ。(3.44/3.36) 

〇否定的評価が顕著な主な項目 

・私は、この学校に入学して、放課後学習や家庭学習など授業時間以外での学習時間が増えている。（2.56/2.55） 

・私は、心身の健康（悩み）について担任の先生以外にも保健室等で気軽に相談できる。（2.99/2.83） 

【保護者】（ ）内は満足度指数(令和 6年度/令和 5年度) 

〇肯定的評価が顕著な主な項目 

・この学校は、教育活動・クラブ活動のための施設設備が充実していて、美しく衛生的だ。（3.40/3.43） 

・この学校は、保護者懇談等を通じ、進路についての面談や指導を適切に行っている。（3.32/3.32) 

・この学校は、クラブ活動が盛んである。（3.55/3.45） 

〇否定的評価が顕著な主な項目 

・子どもは、この学校に入学して、放課後学習や家庭学習など授業時間以外での学習時間が増えている。（2.44/2. 37) 

令和６年度の学校評価アンケートは、生徒・保護者・教職員を対象に、

WEB 回答方式により実施した。各設問は「満足度」と「重要度」の 2 軸で評

価を行い、学校活動の実態把握と改善に資する情報を収集した。回収率

は、生徒が 92.7％（前年度 92.8％）、保護者が 71.3％（前年度 72.2％）であ

り、いずれも前年度をやや下回った。今後は、より多くの意見を反映できる

よう、回収率向上に向けた取り組みが求められる。 

本アンケートの結果から、本校のいくつかの強みが明らかとなった。ま

ず、生徒一人ひとりの人格を尊重した教育実践が本校の基盤であり、教職

員および保護者から高い評価を受けている。体罰根絶への継続的な取り

組みや、生徒間・教職員との信頼関係の醸成が、学校全体に温かな雰囲

気をもたらしており、生徒が安心して過ごせる環境の形成につながってい

る。また、施設・設備においても、美観や衛生面に配慮された整備が行き

届いており、良好な学習環境が整っているとの声が多く見られた。ICT を活

用した授業も積極的に展開されており、生徒の主体性を育む点において本

校の大きな特色となっている。 

クラブ活動の充実も、本校の特筆すべき点である。多くの生徒が自主的

に参加しており、協調性やリーダーシップなどの社会性を育む場として機

能している。また、進路指導についても、生徒一人ひとりに寄り添った丁寧

な対応が保護者から高く評価されており、生徒の将来を見据えた支援体制

が整っていることがうかがえる。加えて、情報発信の面では、ホームペー

ジや SNS を活用した広報活動が活発に行われており、保護者や地域との

連携が深まりつつある。昨年度に課題として指摘された学校行事について

も改善が見られ、本年度は高い満足度を得ている点は、学校としての改善

意識と組織的な成長を示すものである。 

一方で、アンケート結果からは、いくつかの課題も浮かび上がった。特

に、授業に対する満足度が全体的に低く、とりわけ保護者からの評価が伸

び悩んでいる傾向が見られた。「わかりやすい授業」や「学習の成長実感」

に関する評価は平均 3.0 前後にとどまり、授業の質的改善が急務であるこ

とが明らかとなった。また、生徒自身の「入学への満足感」が教職員の認識



・この学校では、宿題や課題が適切に出される。（2.93/2.83) 

・子どもは、この学校の授業はわかりやすいと言っている（2.90/2.89） 

【教職員】（ ）内は指数変化（今年度/昨年度/一昨年度） 

〇肯定的評価が顕著な主な項目 

・この学校は、施設・設備が充実し、美しく衛生的だ。（3.71/3.68/3.58) 

・この学校は、クラブ活動が盛んである。（3.72/3.54/3.60) 

・この学校は学校ホームページ・SNSなどで情報公開している。（3.49/3.42/3.43) 

・この学校は、ICT（情報通信技術）を用いた授業改善に努めている。(3.53/3.49/3.38) 

〇否定的評価が顕著な主な項目 

・この学校は、生徒が主体的に学び、家庭学習が増えるように努めている。（2.42/2.34/2.46） 

・この学校は、宿題や課題を適切に出すなどして、生徒の家庭学習の定着を図っている。（2.71/2.59/2.61） 

・この学校の生徒指導における規則・心得は、保護者や生徒に理解されている。（2.84/2.67/2.61） 

よりも低く、学校への愛着や達成感を高める取り組みの必要性が示されて

いる。「人権教育」や「いじめ防止」に関しても、生徒と保護者の意識に差が

見られ、より一層の啓発活動と実効性のある施策の推進が求められる。 

さらに、生徒が考える「安心できる学校生活」や「自分らしさを発揮できる

環境」に対する教職員との認識の違いも顕在化しており、生徒視点を重視

した学校づくりの推進が必要である。また、コース別の傾向として、探究特

進コースにおける「授業のわかりやすさ」への評価が特に低く、授業設計や

学習支援体制の再検討が求められる結果となった。校則に関しては、一部

の保護者からその厳格さに対する懸念の声が寄せられており、今後は丁

寧な説明と共感形成による理解の促進が課題となる。 

これらの課題を踏まえた具体的な改善策として、まず授業の改善が挙げ

られる。生徒が「わかりやすい」と実感できる授業を目指し、アクティブラー

ニングの導入や ICT の活用をさらに推進する。また、授業外の学習機会を

拡充し、学習習慣の定着を図るとともに、評価方法の多様化を進め、ペー

パーテストに加えてプレゼンテーションやレポートによる成果評価を取り入

れていく予定である。加えて、教職員間の情報共有の活性化を図り、生徒

や保護者との対話の場を増やすことで、教育活動全体における信頼関係

の構築を目指す。いじめ防止や多様性の尊重に関しても、生徒が安心して

相談できる体制を整えることで対応を強化する。 

進路指導については、従来の丁寧な支援を継続しながら、大学進学を見

据えた講習の実施や情報提供体制の整備を行う。校則の見直しに関して

は、生徒・保護者双方の意見を丁寧に取り入れながら、その意義や目的に

ついて十分に説明を行い、納得と理解を得る姿勢を重視する。 

これらの改善策を確実に実行するために、PDCA サイクルに基づいた継

続的な見直しを実施していく。教職員に対しては、必要に応じて研修の機

会を設け、外部の専門家と連携した客観的な助言を活用することも視野に

入れている。 

本報告書をもとに、今後も教育活動の質を着実に高めていくことで、生

徒の学びと成長を支え、保護者との信頼関係を深める学校づくりに邁進し

ていきたい。 

 

３ PDCAサイクルに基づく評価結果 
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（１） 生徒が主体的に学

習する意欲を引き出す

授業の研究と推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 生徒の自発的な進

路選択の奨励と支援 

■この学校は、学習計画に沿ってわか

りやすい授業に努めている。（生徒） 

子どもは、この学校の授業はわかり

やすいと言っている。（保護者） 

この学校は、学習計画に沿ってわか

りやすい授業に努めている。（教職員） 

                                

満足度目標指数 3.00以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

■私は、この学校で行われる進路講

話や進路学習などで与えられる情報

を、自分自身の進路選択の参考にして

いる。（生徒） 

この学校で行われている進路説明

会は、生徒の進路選択に役立ってい

る。（保護者） 

この学校で行われている進路講話

や進路説明会は、生徒の進路選択に

役立っている（教職員） 

 

満足度目標指数 3.00 以上 

■生徒の評価方法の変更に伴い、

授業の進め方や指導方法につい

て見直しを実施した。授業のわか

りやすさを高めるため、各学期ごと

に適切な課題や振り返りを実施

し、学習内容の定着を図った。生

徒がより理解しやすいように授業

の進行方法や教材の工夫を行い、

視覚的な補助資料や具体的な事

例を活用した指導を積極的に取り

入れた。また、教員間での情報共

有を強化し、授業の質を向上させ

るための研究を進めることで、より

効果的な指導方法の確立に努め

た。 

 

■年間を通じ様々な進路説明会を

実施している。 

4月：3年生総合進学コースの生徒

向け進路講話と保護者対象進路

説明会（進路部長 

より阪南大学特別推薦入試と指定

校推薦入試について） 

3 年生探究特進コースの生徒向け

進路講話と保護者対象進路説明

会（河合塾講 

師より一般入試に向けて） 

 

■満足度指数 

生徒   3.02 

保護者 2.90 

教職員 3.15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.19 

保護者 3.04 

教職員 3.21 

 

 

 

 

 

 

 

■来年度に向けては、授業のわかりやすさをさらに向

上させるために、より具体的で視覚的な教材を活用す

るとともに、教員間の授業研究を強化し、効果的な指

導方法を共有・実践していく。加えて、保護者との連携

を深めるため、学校の取り組みや授業の工夫につい

て積極的に情報発信を行い、学校と家庭が一体となっ

て生徒たちの学びを支えられるよう努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■昨年度と比較し、全体的に満足度が上昇している

が、依然として保護者の進路説明 

会や進路講話に対する満足度が低い傾向にある。今

後、内容や開催方法について、検討していく必要があ

る。進路学習や進路情報の活用については、生徒や

教職員から一定の満足度を得ることができた。 

   また、引き続き、過去の進路実績のデータを効率

的に活用し、生徒の進路指導に役立てることができる

よう、校内の進路情報システムの改善と進路情報の適

切な公表に努めたい。 

 



 

 

7月：2年生探究特進コースの生徒

向け進路講話（近畿大学講師より

受験生としての心構えについて） 

9月：2年生探究特進コースの保護

者向け進路説明会（河合塾講師よ

り現役合格を勝ちとるために） 

10 月：2 年生総合進学コースの生

徒向け進路講話（阪南大学より大

学進学について）2 年生総合進学

コース保護者対象進路説明会（進

路部長より阪南大学特別推薦入試

と指定校推薦入試について） 

3 年生の探究特進コースの生徒向

けの入試説明会①（関西大学より

一般選抜について） 

11 月：3 年生の探究特進コースの

生徒向けの入試説明会②（関西学

院大学より一般選抜について） 

3 年生の探究特進コースの生徒向

けの入試説明会③（立命館大学よ

り一般選抜について） 

また、総合的な探究の時間に、

iPad を利用して適性診断、学問分

野の研究、資料請求などの進路学

習を行い、スタディサプリ for 

school などのアプリを活用した。 

さらに 12 月には 1，2 年生の生徒

向けに大学や専門学校の先生を

招いて、進路ガイダンス（職業・学

問）を開催し、将来の進路について

考える機会を設けた。 

大学等オープンキャンパスへの参

加を促すため、オープンキャンパ

ス情報ファイルを 3 年生総合進学

コースの各教室それぞれに配置

し、保護者懇談会等で活用した。 

外部模試を実施。さらに、3 年生の

希望者向けに、関関同立模試を 2

回、看護系模試を 2 回実施してい

る。 

昼休みには、進路閲覧室に教員を

配置し進路相談活動を充実させる

よう努めた。 

２ 

生
徒
指
導
・人
権
健
康
教
育 

（１） 校則の厳守 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） いじめや差別をな

くす。個人尊重の雰囲気

を高める。 

 

 

 

■私は、学校の規則や社会の決まりを

きちんと守っている。（生徒） 

この学校は、学校の規則や社会の

決まりについて家庭との連携を適切に

行っている。（保護者） 

この学校の生徒指導における規則・

心得は、保護者や生徒に理解されて

いる。（教職員） 

 

満足度目標指数 3.00 以上 

 

 

 

 

■この学校は、人権侵害や差別を許さ

ない教育、特にいじめの防止にしっか

り取り組んでいる。（生徒） 

この学校は、人権侵害や差別を許さ

ない教育、特にいじめの防止にしっか

り取り組んでいる。（保護者） 

■立番、マナー週間などを通して

校則（挨拶の励行、頭髪、服装、化

粧など）の遵守につとめる。また、

学級朝礼やホームルームを活用

し、登下校中のマナー指導などを

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本年度より、いじめに関するア

ンケートを実施した。スクールカウ

ンセラーの設置、人権フェアでもい

じめに関して取り上げた。 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.53 

保護者 3.05 

教職員 2.84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.24 

保護者 3.10 

教職員 3.28 

 

 

■生徒の満足度は高いが、保護者、教職員の満足度

は決して高いとは言えない。多数の生徒は校則を守れ

ているが、一部に守れない生徒がいることからこのよ

うな結果となったと考える。また、生徒と教職員間での

マナー面での常識の違いによるものが大きいのでは

ないかと考える。今後も全校朝礼や立番、マナー週間

や日頃の学級朝礼、ホームルームを通して規範意識

を高める取り組みや、保護者との連携という観点から、

新入生説明会、保護者会での校則の周知を図りたい。

また、生徒会や学級委員による自発的・自治的な活動

を通じて、規則やマナーを遵守するという気風を醸成し

たい。 

 

 

■本校へ入学する前の情報を担任、支援部、カウンセ

ラーで情報を共有する。令和 7 年度はいじめに関する

アンケートを 2度実施し、継続した関わりを目指す。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 基本的な生活慣、

社会的マナー及び保健

衛生習慣の確立 

この学校は、他人を思いやる心を育

て、人権侵害や差別を許さない教育、

特にいじめの防止にしっかり取り組ん

でいる。（教職員） 

 

満足度目標指数 3.00 以上 

 

■この学校には、個々を認め、尊重し

あえる雰囲気がある。（生徒） 

この学校には、個々を認め、尊重し

あえる雰囲気がある。（保護者） 

この学校には、個々を認め、尊重し

あえる雰囲気がある。（教職員） 

 

満足度目標指数：3.00以上 

 

■この学校は、個々の生徒が自分らし

く学校生活を送ることができる。（生徒） 

この学校は、保護者の相談に適切

に対応してくれている。（保護者） 

この学校は、特別支援が必要な生

徒や不登校の生徒に対しても、その実

情をつかみ必要な対応をしている。

（教職員） 

 

満足度目標指数：3.00以上 

 

■私は、心身の健康（悩み）について

担任の先生以外にも保健室等で気軽

に相談できる。（生徒） 

この学校は、子どもの心身の健康に

ついて、気軽に先生に相談できる。（保

護者） 

この学校は保健室を含めたカウンセ

リングマインドを取り入れた生徒指導

を行っている。（教職員） 

 

満足度目標指数：3.00以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■私は、私は声を出しての挨拶や、始

業時の準備など、基本的生活習慣の

確立・維持ができている。（生徒） 

この学校は、基本的生活習慣の確

立・維持について、学校・学級として十

分な働きをしている。（保護者） 

この学校は、生徒が基本的習慣を

確立し、規律ある学校生活が送れるよ

うに努めている。（教職員） 

満足度目標指数：3.00以上 

 

 

 

 

 

 

 

■人権フェアでいじめ問題につい

て取り上げ、個々を認め尊重する

事の大切さを伝えた。 

 

 

 

 

 

 

■年間で人権教育を複数回実施

し、生徒に対して互いに尊重し合う

ことの大切さを伝えた。不登校の

生徒や不安のある生徒や保護者

をカウンセリングへ誘導し、心の安

定、問題解決に努めた。 

 

 

 

 

 

■欠席状況や保健室の利用状

況、健康調査票等を確認し、気に

なる生徒に関しては担任へ声をか

けた。新学年では、早めの健康診

断を実施し、保護者への連絡、

個々に合わせ専門機関にもつな

げている。入学時には中学での不

登校や支援学級利用等も人権教

育課と情報を共有し個々の対応に

努めた。出席状況や保健室の利用

状況を通し、安全で健康的な高校

生活が送れるよう情報の共有を重

ねた。保護者に対しては電話での

健康相談も対応をしている。教職

員の健康相談を受け、産業医と連

携をとっている。 

スクールカウンセラー（スクール

カウンセリング）を導入し、生徒や

保護者の相談を受け、学年主任、

担任、支援部長、人権教育課長、

カウンセラーで情報を共有し、相談

者が充実した高校生活を送れる

様、課題解決に取り組んでいる。 

 

 

 

■生徒部の教員による毎朝の立ち

番だけでなく、軽音楽部による自

発的な挨拶運動を通じ、生徒の挨

拶の習慣化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.05 

保護者 3.00 

教職員 2.93 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   2.83 

保護者 3.05 

教職員 2.81 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.22 

保護者 3.09 

教職員 3.04 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.22 

保護者 3.09 

教職員 3.04 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教職員の満足度が低いので、教職員研修などで啓

蒙を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

■生徒は自分が尊重されているという意識が低いの

で、他者からの評価ばかりを気にするのではなく自分

軸を持った人間形成を支援できるような声かけを心掛

ける。人権教育について発信できる場を増やしさらに

理解を深めていくことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

■生徒一人ひとりが自身の健康に興味を持ち、健康管

理ができるための指導を行っているため、休むための

保健室利用をさせていない。そのため、生徒からの満

足評価は低いと考えられる。生徒の健康の把握だけで

なく、教職員の健康も把握し、健康相談がしやすい環

境づくりに努める。また、入学説明会等で、保護者から

の相談も受け付けていることの周知が引き続き必要で

ある。学校保健に関する学校内体制を充実させる必要

がある。保健主事、養護教諭、担任、スクールカウンセ

ラーが連携し情報を共有し、生徒、保護者の対応に当

たる生徒、及び保護者に対し、心身の健康について、

担任の先生以外にも保健室や相談室等で気軽に相談

できる事を引き続きアナウンスする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クラブ員を中心に、挨拶の習慣化ができている生徒

は多いが、今後は生徒主体の取り組みを通じ、挨拶の

励行を促したい。また、遅刻数の削減についても、生

徒会や学級委員と連携しながら目指していく。 

 

 

 

 

 

 



※満足度指数について 

①とてもそう思う（４点） ②ややそう思う（３点） ③あまりそう思わない（２点） ④思わない（１点） で算出。 

3.00以上で肯定的評価が多い設問。 

■この学校では，情報モラルを身に付

け，通信端末を適切に活用できること

を意図した学習活動が行われている。

（生徒） 

この学校では，情報モラルを身に付

け，通信端末を適切に活用できること

を意図した学習活動が行われている。

（保護者） 

この学校では，情報モラルを身に付

け，通信端末を適切に活用できること

を意図した学習活動が行われている。

（教職員） 

                                

満足度目標指数 3.00以上 

■  本年度、本校では生徒への

iPad 配布にあたり、適正な使用を

徹底するため指導を強化した。特

に、SNS の不適切使用が発覚した

際は、教職員と保護者が連携し、ト

ラブル発生時に迅速に対応した。

その後も定期的に啓蒙活動を実施

し、生徒の情報リテラシー向上と安

全な学習環境の確保に努めた。 

 

■満足度指数 

生徒   3.22 

保護者 3.07 

教職員 3.08 

 

 

 

 

■生徒の自主的な情報リテラシー向上を促すため、実

践的な学習機会を増やす。具体的には、SNS の適切

な活用事例を紹介する授業や、トラブル発生時の対応

を学ぶワークショップの実施を検討する。また、定期的

に生徒の意識や課題を把握し、指導内容の改善に活

かす。さらに、家庭との連携を深めることで、安全な

ICT 環境の維持を図る。これらの取り組みを通じて、よ

り効果的な iPad運用を実現する。 

 

３ 

行
事
・ク
ラ
ブ
活
動 

(１) 学校行事やクラブ

活動への積極的な参加

の啓蒙 

■この学校は、学校行事に積極的、主

体的に取り組んでいる。（生徒） 

この学校の行事は、充実していて生

徒が積極的、主体的に様々な経験が

できるように工夫されている。（保護

者） 

この学校は、学校行事を通して生徒

が主体的、積極的に活動できるように

支援している。（教員） 

 

満足度目標指数 3.00以上 

 

■この学校のクラブ活動は、より多く

の生徒が参加できるよう環境が整って

いる。（生徒）  

この学校のクラブ活動は、より多くの

生徒が参加できるよう環境が整ってい

る。(保護者） 

この学校のクラブ活動は、より多くの

生徒が参加できるよう環境が整ってい

る。（教員） 

  

満足度目標指数 3.00以上 

■学園祭を中心とした学校行事へ

の取り組みを通じて、生徒の自主

性を育むとともに、クラスやクラブ

の団結力を高めることを目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新入生の積極的なクラブ活動へ

の参加を促すために、５月以降も

多くのクラブで新入部員の受け入

れを行った。また、教職員でだけで

はなく、外部指導者も指導に携わ

り、より専門的な活動を各クラブで

行うことができた。 

 

■満足度指数 

生徒   3.34 

保護者 3.12 

教職員 2.98 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.42 

保護者 3.21 

教職員 3.45 

 

■生徒の 2軸評価では Aであったものの、コース別で

は特進コースの評価が D であり、また、学年別では２

学年の評価が Dであった。 

今後は一部の生徒だけではなく、学校全体が一体と

なり取り組めるように行事を工夫・充実させていく必要

がある。また、生徒が主体的・積極的に活動するため

の支援が十分ではないため、教職員の満足度が低

い。今後は教職員が連携して、生徒の主体性を引き出

せるような働きかけをしていく。 

 

 

 

■クラブ加入率は増加傾向にあるものの、活動場所や

部室の確保など、課題は多くある。今後は各クラブの

活動状況を踏まえ必要な支援を行い、環境の整備に

取り組んでいく。 

 

４ 

学
校
運
営
・施
設 

（１） 学校施設設備の充

実 

■この学校は、教育活動・クラブ活動

のための施設・設備が充実し、美しく衛

生的だ。（生徒） 

この学校は、教育活動・クラブ活動

のための施設・設備が充実し、美しく衛

生的だ。（保護者） 

この学校は、施設・設備が充実し、

美しく衛生的だ。（教員） 

 

満足度目標指数 3.00以上 

 

 

 

 

 

 

■この学校は、ホームページ・SNS な

どで情報公開をしている。（生徒・保護

者・教職員） 

満足度目標指数 3.00以上 

■校舎の内装改修工事（2年目／2

年計画）を実施し、生徒が使用する

教室・廊下・トイレ等の改修を行っ

た。 

また、老朽化した設備や備品に

ついては定期的に改修を行い、生

徒が安全に学校生活を送れるよう

努めている。 

ICT 設備のリプレイスを行い、最

新の電子黒板を導入するととも

に、設備面を強化し、教育効果の

向上を図った。 

さらに、生徒が安心して過ごせ

る環境を整えるため、備蓄品と防

犯カメラの更新も実施した。 

 

■ホームページや SNS を活用し、

迅速かつ正確な情報発信に努め

ている。 

また、ホームページをより見や

すく、使いやすいものにするため、

リニューアルも実施した。 

■満足度指数 

生徒   3.72 

保護者 3.58 

教職員 3.40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■満足度指数 

生徒   3.49 

保護者 3.39 

教職員 3.20 

 

■内装改修工事を引き続き実施し、教育環境の更なる

充実を図ります。 

また、ICT 設備リプレイス後も設備面に注視し、高い

教育効果が得られるよう、引き続き設備の整備を強化

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ホームページや SNSなどのツールを活用し、引き続

き正確で迅速な情報発信を行います。 

また大規模災害を想定し、多様な情報伝達手段を整

備し、緊急時にも適切かつ迅速に情報発信できる体制

を構築します。 


